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出産・子育て応援事業について 

 

１ 目 的 

核家族化が進み、地域のつながりも希薄となる中、全ての妊婦及び子育て家庭が

孤立感や不安感を抱くことなく、安心して出産及び子育てができる環境の整備を促

進する。 

 

２ 事業概要 

妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、様々なニーズに即した

必要な支援につなぐ伴走型の相談支援を充実するとともに、経済的支援を一体とし

て実施する。 

(1) 伴走型相談支援 

ア 対象者 妊婦（妊娠中）、産婦又は養育者（出産後） 

イ 面談の実施時期 

(ｱ) 妊娠届出時 

(ｲ) 妊娠８か月前後（※希望者のみ実施） 

(ｳ) 乳児家庭全戸訪問時 

ウ 面談の実施者 市職員等（保健師、助産師、看護師等） 

(2) 経済的支援 

ア 対象者 

令和４年（2022年）４月１日以降に出産した方のうち、支給申請を行った方 

(ｱ) 出産応援給付金  妊娠届出時の面談を受けた妊婦 

(ｲ) 子育て応援給付金 乳児家庭全戸訪問時の面談を受けた養育者 

イ 支給額 

(ｱ) 出産応援給付金  妊婦１人につき５万円 

(ｲ) 子育て応援給付金 新生児１人につき５万円 
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※遡及適用について 

・令和４年４月１日から事業開始前までに出産された方には、10万円を一括支

給する。 

・事業開始時点で妊娠期にある方には、事業開始以降に出産応援給付金（５万

円）を支給し、乳児家庭全戸訪問時の面談を受けた後に子育て応援給付金（５

万円）を支給する。 

 

 

３ 予算額 

158,531千円 

内訳（1) 給付金    150,000千円 

(2) システム導入費 6,380千円（給付情報管理システム導入、給付情報初

期登録業務委託料） 

(3) 事務費     2,151千円（子育てガイド印刷製本費、会計年度任用

職員報酬等） 

 

 

（厚生労働省資料より） 
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４ 財 源 

出産・子育て応援交付金（国２／３、県１／６） 

※システム導入費は国 10／10 

 

５ スケジュール 

令和５年（2023年）１月 システム導入に着手、実施要綱整備 

２月 事業開始、妊娠届出時の面談を開始、面談後に振込 

一括支給対象者へ通知、対象者情報（振込先口座等）

の登録 

３月 一括支給者へ振込 


